
 

 

 

 

 

 

 

平成28年第12回教育委員会議事録 
平成 28年７月 27日（水）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杉並区教育委員会  
 

 

 

 

 

 



 

 1 

教育委員会議事録  

日 時 平成28年７月27日（水）午後２時 00分～午後２時32分 

場 所 教育委員会室  

出 席 委 員 教 育 長 井 出  隆 安  
 
委 員 對 馬  初 音  

 委 員 久保田 福美  
 
委 員 伊井 希志子 

 委 員 折井 麻美子  
 

  

出 席 説 明 員 事 務 局 次 長 徳 嵩  淳 一  

 
学 校 整 備 
担 当 部 長 

大 竹  直 樹  

 生涯学習スポーツ 
担 当 部 長 齋 木  雅 之  

 

中央図書館長  森  仁 司 

 庶 務 課 長 岡 本  勝 実  

 

教育人事企画課長 藤 江  敏 郎  

 学 務 課 長 正田 智枝子  

 

特別支援教育課長 伴  裕 和 

 学校支援課長  朝比奈 愛郎 

 

学校整備課長  和久井 伸男 

 生涯学習推進課長 本 橋  宏 己  
 
スポーツ振興課長 阿 出 川  潔  

 済美教育センター 

所 長 
白 石  高 士  

 
済美教育センター 
統括指導主事  

大 島  晃 

 
済美教育センター 
統括指導主事  

手 塚  成 隆  
 済美教育センター 
就学前教育担当課長 佐 藤  正 明  

 中央図書館次長 岡 本  幸 子   副 参 事 
子どもの居場所づくり担当 

塩畑 まどか 

事 務 局 職 員 庶 務 係 長 井 上  廣 行   法規担当係長  岩 田  晃 司  

 担 当 書 記 小 野  謙 二     

傍 聴 者 数 ０名   
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会議に付した事件  

 

（報告事項）  

（１）杉並区教育委員会共催・後援名義使用承認について  

（２）永福体育館移転改修の設計変更等について  

（３）東京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会の事前キャンプ

誘致に向けた取組について  
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教育長  ただいまから、平成 28年第 12回杉並区教育委員会定例会を開催い

たします。  

  本日の会議について、事務局より説明をお願いいたします。  

庶務課長  本日の議事録の署名委員につきましては、教育長より事前に對

馬委員との指名がございましたので、よろしくお願いいたします。  

  次に、本日の議事日程についてでございますが、事前にご案内のとお

り、報告事項が３件となっております。  

  以上でございます。  

教育長  それでは、本日の議事に入ります。報告事項の聴取を行いますの

で、事務局から説明をお願いいたします。  

庶務課長  それでは、報告事項１番「杉並区教育委員会共催・後援名義使

用承認について」、生涯学習推進課長からご説明申し上げます。  

生涯学習推進課長  私からは、平成 28年６月分の共催・後援名義使用承認

についてご報告をいたします。６月分でございますけれども、合計が 34

件でございます。内訳は、定例が 33件、新規が１件。共催・後援の内訳

は、共催が８件、後援が 26件でございます。  

  新規の１件でございますが、８ページをご覧ください。中央図書館分

でございます。種別が新規の後援ということになっております。団体名

が「社会福祉法人頌栄会頌栄保育園」で、事業名は「こどもの広場」と

なってございます。  

  私からのご説明は以上です。  

庶務課長  それでは、ただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問等ご

ざいませんか。  

伊井委員  ７ページの「杉並子どもの組織を育てる会」というところの取

組に関して、ちょっとご説明いただけたら幸いでございます。  

済美教育センター所長  これは、最近子どもが集団で遊ばないとか、そう

いったことがあるということで、山梨県のキャンプ場で２泊３日の生活

をしながら、自分たちで食事を作って、そして自然を利用して、いろい

ろな遊びをする。そういったキャンプの企画でございます。  

伊井委員  杉並第九小学校と書いてあるのは、場所はここでもやるという

ことでしょうか。  

済美教育センター所長  当日のキャンプは、山梨県のキャンプ場で行うの

ですが、キャンプは８月 20日から３日間行いまして、その前のいわゆる
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開村式とありますが、始まりの会等に杉並第九小学校の体育館を利用す

ると伺っております。  

伊井委員  わかりました。ありがとうございます。  

庶務課長  ほかにはよろしいでしょうか。  

  それでは、報告事項１番につきましては、以上とさせていただきます。 

  それでは、続きまして、報告事項２番「永福体育館移転改修の設計変

更等について」、スポーツ振興課長からご説明いたします。  

スポーツ振興課長  では、私から、「永福体育館移転改修の設計変更等に

ついて」、ご説明をさせていただきます。  

  杉並区区立施設再編整備計画に基づきまして、老朽化していた永福体

育館を、旧永福南小学校跡地に移転改修するための実施設計を進めてき

たところでございますが、同跡地の整備方針を一部見直したことに伴い

まして、永福体育館の移転改修に係る設計を変更しましたので、ここに

ご報告させていただきます。  

  まず、旧永福南小学校跡地の整備方針の見直しでございますけれども、

こちら、当初の整備方針では、既存校舎の東側部分を解体撤去して永福

体育館を移転改修し、あわせてその空地部分に屋外運動広場、こちらは

国際規格を満たすビーチコートでございますけれども、そちらを整備す

ることとして計画してきたところでございます。  

  ただ、この地域の今後の保育需要というのをいろいろ積算したところ、

やはり足りないということもありまして、屋外運動広場の部分の面積を

最低限に精査し、その南側の敷地部分を敷地分割して保育施設を整備す

ることとした整備方針の見直しということです。  

  １枚資料をつけてございますが、こちらの方もあわせてご覧になって

いただけたらと思います。  

  これはＡ３の１枚の図になっているのですが、こちらは左側が変更前、

右側には変更後という図があります。この変更前の図というのが、今ご

説明させていただきました、今の旧永福南小学校跡地の体育館に活用し

ていく部分でございまして、現行の体育館のところが体育館部分で、改

修して移転してまいります。また、管理棟の部分がその下にございます

「小体育室及び管理諸室等」となって、整備してございまして、こちら

の右側の部分に校舎があったのですけれども、そちらを解体してビーチ

コートとして整備していくこととなっていたところでございます。  
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  今回こちらを一部方針変更してまいりますが、まず、敷地面積でござ

いますけれども、こちらの変更後のところでございますと、右側の一番

下のところ、黒く斜線で塗っている部分がございます。こちらのところ

を保育施設用に敷地分割してまいりますので、こちらの保育施設用地約

650平米を除きまして、 4,075平米が永福体育館の移転改修に係る敷地面

積となります。  

  そしてまた、施設の配置でございますけれども、この黒く塗られてい

る敷地部分に倉庫や観覧席及び駐輪場を整備する予定としておりまし

たが、変更後には、こちらの北側、一番上の川に近いところに立体化し

て配置してまいります。  

  また、保育施設部分には、「時のザウルス（恐竜）」という既存の時

計塔があるのですが、こちらにつきましては、ひまわり公園と申しまし

て、旧永福南小学校跡地の一番道路側部分といったらよいのですかね。

この図でいうと、一番左側の部分に公園を設けまして、そちらに移設し

てまいります。  

  そして、開設時期でございます。当初は平成 29年度中の開設を予定し

ておりましたが、こうした設計変更等に伴いまして、開設時期を平成 30

年９月に変更してまいります。  

  今後のスケジュールでございますけれども、平成 28年７月から地域や

各団体への説明を行い、その後永福体育館の移転改修工事の設計を変更

してまいります。そして、９月には、第３回区議会定例会に永福体育館

移転改修の設計変更等に伴う補正予算を提案し、 29年２月には、第１回

区議会定例会に永福体育館移転改修工事契約議案を提案してまいりま

す。そして、平成 30年９月に永福体育館の開設を迎える予定でございま

す。  

  私からは、以上でございます。  

庶務課長  それでは、ただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問等ご

ざいますでしょうか。  

折井委員  新しく建設する保育施設なのですけれども、園庭のあるような

そういった形の保育施設を予定しているのでしょうか。  

スポーツ振興課長  こちらの保育施設は、 60名定員の認可保育園を民設民

営でつくっていくという予定で進めると聞いております。園庭もこちら

につくっていくと聞いてございます。  
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折井委員  保育施設に関連して、地元の方々は体育館をつくるということ

は了承くださったかと思うのですが、保育施設が入るということは予定

ではなかったことですけれども、それに対して、どのような今後の近隣

の方への説明を予定していらっしゃいますか、  

スポーツ振興課長  こちらの旧永福南小学校跡地を活用した保育施設整

備と、そして体育館の移転改修の変更に関する住民説明会というのを８

月 10日の午後７時から、旧永福南小学校の体育館で実施していく予定で

ございまして、今の近隣の敷地から 50メートル範囲の方々にビラを今週

の月曜日に配布させていただいたところでございます。あわせて地域の

町会の方々にも、事前にご説明をさせていただいたところでございます。 

對馬委員  ビーチコートは国際規格ということですけれども、どのくらい

の使用が見込まれているのでしょうか。観覧席も移動するということで

すが、その規模などは特に問題なくできるということでしょうか。ビー

チバレーって、人口もそんなに多くはないかもしれないし、やはり海辺

というイメージが私たちにはあるのですけれども、ここにこういうもの

をつくって、練習なり、国際試合かどうかはわかりませんが、公式戦な

りがどのくらいここで使われる予定があって、こういう企画というか、

お考えになっているのでしょうか。  

スポーツ振興課長  私たちが考えたのは、こちらのビーチコートを利用し

て、次の議題にもあるのですけれども、オリンピック・パラリンピック

の練習地、キャンプ地として活用していきたいというのがございました。

そういったところもあって、国際規格のものをつくるということであり

ます。また、 23区内にこうした国際規格の常設のビーチコートがないと

いうことから、そういうような活用も考えられますし、また、日本バレ

ーボール協会の方々ともいろいろ意見交換をしていく中で、こういった

ところであれば非常にいい選手が来て、やってみたいという方も多いの

で、利用したいという声もいただいております。  

  また、ビーチコートは、ビーチバレーだけではなく、現在、ビーチテ

ニスやビーチサッカー、そういった様々な競技で実際に使われておりま

すので、そういった人口も増えてくると考えられますし、また、砂の上

での様々なウォーキングなどが腰や膝に負担が少ないということもあ

って、そういった健康法をやりたいという方々もいらっしゃいますので、

そういった様々な分野で、多世代の方に活用されるのではないかなと期
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待して考えているところでございます。  

對馬委員  そうすると、ここはビーチバレーボールコートというよりも、

いろいろなことができる大きな砂場みたいなものができるということ

でいいのでしょうか。  

スポーツ振興課長  ビーチバレーというものにこだわらず、ビーチコート

ということで、砂の上の様々な競技に活用できると考えてございます。

そして、実際に、ビーチバレーの幅とビーチテニスの幅も全く同じでご

ざいますので、いろいろなものに転用できると考えてございます。  

對馬委員  わかりました。いろいろなもので利用したときに、この観覧席

とかが例えば小さくなっていないのかなと。ちょっと駐車場もやむを得

ず、小さくなっているような気がしますが、そのあたりは特別不自由な

ことはなく、使っていけそうだということでしょうか。  

スポーツ振興課長  初め、平面で席を用意していたのですけれども、若干

狭くなってしまうのですが、うまく３段くらいに、前の人の後ろに席を

つくるような形で工夫しながら、観覧もしやすいようにつくっていきた

いと思っております。  

教育長  ビーチコートをつくらなくてもいいという意見もたくさん寄せ

られている中で、聞きようによっては、何かここにビーチコートだけが

突然出現するというような取られ方をしている部分もないわけではな

いと読めるのです。実はこれは、体育館とか、あるいは小体育室とか様々

な体育施設と複合的な施設として、プールがないのは残念ですけれども、

総合的なスポーツ施設というふうにこのエリアを考えれば、一方で体育

館、またその隣に会議室、あるいは小さなスポーツエリア、ダンスとか

舞踊とかいろいろなものに使えるわけでしょう。それと、その外には多

目的に使えるビーチコートがあって、そういう総合的なスポーツ施設と

して、旧永福南小学校の跡地を活用していこうというのが大きな目的の

１つだったはずなのです。  

  そして、校庭には特養をつくり、言ってみれば、健常者のスポーツ、

あるいは身体にハンディキャップを持った方のスポーツ、運動、そうい

ったものと、それから一定程度の年齢になって、必要になった人は特養

に入るといった、このエリアを大きく捉えて、総合的な施策として展開

していったということは、これをやはり区民に理解をしていただく必要

はあろうかと思います。  
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  何か教育委員会が、突飛な思いでビーチバレーボールのためのビーチ

コートを空き地につくって、さあ、保育所が必要だからそんなものはつ

くらなくて保育所をつくれと言われた時に、ビーチコートだけが突然出

現したということではなくて、総合的なスポーツ健康施策の一環として、

その中に組み込まれてきたといういきさつを、やはり区民に理解しても

らわなくてはいけないと思います。ですから、説明をするときに、ビー

チコートはなぜ必要なのかという単体での説明よりは、むしろこのエリ

アは、体育館とか小体育室とか、そして、ビーチコートとか、そういっ

たものを含めたスポーツ振興策の一環として生まれてきたという説明

を是非してください。  

  そして、そういう中で、一方で保育に関する緊急需要が高まっている

ということから、何とかそこを敷地分割して保育施設をつくるというこ

とについても、教育委員会は協力していきたいし、なおかつ、そこに保

育施設ができれば、片や特別養護老人ホームあり、幼児の就学前施設が

あり、そしてスポーツ施設があり、広く杉並南部のエリアのために総合

的に活用されていくのだということを施策としてきちんと説明してい

かないと、「この緊急事態に何をのどかにビーチバレーだ、杉並にそん

なものは必要か」という非常に矮小化された議論の中に、教育委員会の

施策が組み込まれていくということは、決していいことではないわけで

す。  

  ですから、是非そういった総合的な施策の中で、何年間もかけてつく

ってきた計画なのだということを説明会のときにも、必要があれば説明

をしていっていただきたいと思います。  

庶務課長  ほかにはよろしいでしょうか。  

  それでは、報告事項２番につきまして、以上とさせていただきます。 

  続きまして、報告事項３番「東京 2020オリンピック・パラリンピック

競技大会の事前キャンプ誘致に向けた取組について」、引き続きスポー

ツ振興課長からご説明いただきます。  

スポーツ振興課長  では、私から「東京 2020オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会の事前キャンプ誘致に向けた取組について」、ご説明をさせ

ていただきます。  

  こちら、東京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催が決

定しまして、東京都におきまして、国内外の各地域との交流が促進され
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るといった状況が生まれてまいります。区では、この機会をチャンスと

して捉えまして、国内外の選手との触れ合いなどを通した国際交流の促

進や、青少年の健全育成、地域経済の活性化やスポーツの振興につなげ

ていくために、このオリンピック大会の事前キャンプ地の誘致に向けて、

以下のとおり取り組んでまいります。  

  まず１つ目でございますけれども、事前キャンプ誘致を行う競技と施

設でございます。区内の区立の体育施設の状況から、国際競技連盟の技

術要件、条件やその施設の交通アクセス等を踏まえまして、次の２つの

施設を事前キャンプ地候補地として申請して、取り組んでまいりたいと

思います。  

  まずは、先ほどお話をさせていただきました、新たに移転改修をする

永福体育館についてでございます。こちらは、オリンピック競技のビー

チバレーの事前キャンプ地として考えてまいりたいと思っております。

次に、上井草スポーツセンターでございますが、こちらはパラリンピッ

クで４種目、ボッチャ、ゴールボール、ウィルチェアラグビー、そして

卓球につきまして、こちらをキャンプ地候補地として申請してまいりた

いと思います。  

  今後のスケジュール、取組でございますが、主に３点ございまして、

東京都が運営していきます事前キャンプ地候補地紹介用ホームページと

いうものがございまして、東京都が外国に向けて発信しているホームペ

ージがあるのですが、こちらのホームページへの掲載依頼を行ってまい

ります。こちらにつきましては、永福体育館のビーチバレー、上井草ス

ポーツセンターの４種目を掲載してまいります。  

  また、あわせて、この７月から事前キャンプ地誘致に向けまして、例

えば、日本バレーボール協会であるとか、そういった関係機関に関して、

様々な確認や調整、そしてキャンプの招致に向けた PR等を行ってまいり

たいと考えてまいります。  

  そして、３つ目の取組でございますが、こちらオリンピック・パラリ

ンピック大会の組織委員会が運営する事前キャンプ地の候補地ガイドが

あります。こちらにつきましては、まず施設があり、国際規格であると

いうことを国際競技連盟が認定する必要があります。そのため、こちら

は、平成 30年度に永福体育館が竣工した暁に、日本バレーボール協会か

ら公認をいただいた上で、こちらの事前キャンプ地候補地ガイドに登録
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を申請し、掲載をしてまいりたいと考えているところでございます。こ

うした取組を進めてまいります。  

  私からは以上でございます。  

庶務課長  それでは、ただいまの説明につきまして、ご意見、ご質問等は

ございませんか。  

久保田委員  意見というか、期待です。せっかくの貴重なよい機会ですの

で、やはり、地域の方々、地元、諸団体も含めて、皆さんで盛り上げて

いくというような工夫をしていっていただければと思っています。  

  また、学校も含めて、子どもたちにとっても、また地域の人たちにと

ってもいい交流の場ができるようになっていけばいいなと期待しており

ます。よろしくお願いします。  

對馬委員  私も非常に期待しておりますが、やはりこの選手たちがベスト

な状態で競技に臨むためには、あまり、例えば事前練習とかにガチャガ

チャ見に行ってはいけないのかなとか。どういうふうに交流ができるの

かなというのを、どうしたら一番お互いにベストな形で受け入れること

ができるのかなと思うのですけれども、今どのように考えているか、も

し、何かあれば教えていただけますか。  

スポーツ振興課長  これから、どういった条件でというのは実際に手を挙

げてきてくださった方々といろいろ条件をお話ししながらしていくよ

うなことなのですけれども、例えば、今、オリンピック・パラリンピッ

クの区長部局で考えていますのが、青少年の交流ということであれば、

選手が近隣の学校の訪問とかできたらとか、そういうことは考えていま

す。  

  また、パラリンピックの場合によりますと、区内の障害者団体の方か

らは、自分たちもボランティアとして、いろいろ参加できたらとか、ま

たは、障害者同士の交流ということで、団体との意見討論会なんかもや

らせていただけたら、それが次につながるのではないかというような期

待を持たれておりますので、そういったことを幾つか企画できたらと考

えているところでございます。  

伊井委員  今のご説明を聞いて思ったのですけれども、そうすると、まず、

申請をして、審査があるということで、考えられる手続としてはそうい

うことでしょうか。  

スポーツ振興課長  手続なのでございますけれども、まず、本来でしたら
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自治体と相手の国と、ここを使いたいということで受けるという形にな

るのですけれど、なかなかそういうつてがない場合には、こうした東京

都が運営するキャンプ地候補地紹介ガイドやオリンピック組織委員会

が出していますガイドに載せて、相手からのオファーを待つというよう

なことがあります。  

  ただ、オリンピック大会の組織委員会が運営するガイドにつきまして

は、かなりハードルが厳しく、国際基準の練習場でないと難しいので、

基準を満たしていることを、例えば永福のビーチコートでしたら日本バ

レーボール協会に見ていただいて、公認のお墨つきをもらった上で掲載

するという形です。  

  その上で、今度はそれを見た外国の方が、杉並区に連絡をして、キャ

ンプをやりたいのですけれどどうでしょうかという条件のいろいろな話

をしていくといった流れになります。  

伊井委員  わかりました。今までのご発言の委員の方々もおっしゃってい

たのですけれども、子どもたちといい形の活動、交流ができるといいな

と思います。  

  それから、それを成功させるためには、やはり、地域の方々の力添え

というのは不可欠だと思うのですけれども、地域経済の活性化というこ

とで、そのあたりも見据えてということですが、ここにつきましては、

地域の方々とのご協力ということで、見通しとして、何か今の段階でご

発案されていることはございますでしょうか。  

スポーツ振興課長  杉並区では、オリンピック・パラリンピック競技大会

に向けまして、いかにして区民と一緒にチームを調整して、地域活性化

につなげていくのかということをこれから考えていく上で、実は区民懇

談会というのを設置しまして、これから区民全体の中で、このオリンピ

ック大会を契機に、様々な地域の活性化やスポーツに関心を持つ方を増

やしていくために、どうしたらよいのだということを、懇談会を用いて

検討していく予定です。その中で、このことについても話題として進め

てまいりたいと考えているところでございます。  

  そのメンバーといたしましては、町会の方や商工会議所の方、または

文化団体の方、また、PTA協議会の方とか、そういった様々な広い分野か

ら大体 30名くらいの方に参加いただいて、進めていく懇談会をこれから

やっていく予定でございます。  
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伊井委員  ありがとうございます。大変期待が持てるところで、楽しみだ

なと思います。オリンピックは 2020年ですけれども、その後もいい形で

それが続いたり、地域の活性化につながるようなお話し合い、ないし活

動ができていくといいなと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

生涯学習スポーツ担当部長  地域ということで、今、課長からは全区的な

取組で、懇談会のご説明をさせていただきましたけれども、永福体育館

の場合には、近隣の永福の商店街の方々との意見交換をしたりして、ど

うやって盛り上げていくかというようなことを今後検討していきたい

と思っております。井草の方でも、地元の商店街とか早稲田のグラウン

ドなどもございますので、いろいろな取組ができるのではないかなと考

えてございます。  

  そういう近隣の方々とのいろいろ交換をしながら、まだ少し時間がご

ざいますので、盛り上げていきたいと考えております。  

折井委員  ほかの方々と少し違う意見なのですが、私もこのオリンピック

に、何か区としてスポーツ振興でかかわれるということは、非常に期待

を持っているのですけれども、一方で、季節的にもスポーツが盛んな時

期であって、日常的にこの体育館ですとかスポーツセンターを使ってい

る方たちも多数いらっしゃる中で、ある一定時期、前日まで普通の使用

をして翌日からキャンプをするということは、実質上不可能だと思いま

す。ある一定期間は使えなくなってしまうということが、セキュリティ

上も出てくると思うのですが、近隣の方だけでなくて、普段使用をして

いる方たちにもご理解いただけるように、スケジュールの調整ですとか、

もしくはかわりに練習できるところを紹介したりですとか、きめ細やか

な対応をしていただければと思っております。  

教育長  懇談会には若者をたくさん入れた方がいいと思います。地域の有

力者というのは、それなりにまとまった意見を伺うことができて、確実

性は高いのですけれども、意外性に欠けるということだってないわけで

はありません。恐らく役所が考えているものというのは、ほとんど意外

性には欠ける常識的な範囲だと思いますので、懇談会に必要なのは、想

定内のものと、想定外のもの。つまり意外性を持ったものがないと意味

がない。意外性を持った可能性というのは若者でしょう。だから、若者

の意見を聞いた方がいいのです。  

  これは、聞くと厄介なことになったりして、扱いが大変になるかもし
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れないけれども、それでも聞いた方がいいのです。若者は、何を考えて

いるかわからない魅力があって、我々が日ごろ考えていることの外にあ

るようなことも考え出すかもしれないから、ぜひ若者を懇談会に入れる

ようにしてください。お願いします。  

  それと、ボッチャですけれども、都立の永福学園の生徒が、ボッチャ

の全国大会でいい成績をおさめて、スポーツ栄誉賞を去年差し上げたの

ですね。たまたま永福学園の先生の中にボッチャの指導をできる方がい

て、そして興味を持った生徒がそれを教わってやったということなので

すが、永福小学校と永福学園が、交流の中でこのボッチャをやりました。  

  ペタンクというイギリスやフランスでやっている、鉄の球を公園の土

の上で投げるものがありますが、あれを車椅子で硬い板の床の上で投げ

られるようにというように変えていったものです。非常に根気のいるス

ポーツなのですけれども、障害の重い人にとってはかなり自分ができる

具体的なスポーツとしていい種目のようなのですね。体の半身が不自由

であっても投げることができる。それは、遠くに投げるということでは

なくて、目標に近いところに投げるということですから、遠くに投げた

り、速く投げたりということを競うわけではない。  

  ただ、当事者にとっては楽しいことであって、やりがいがあることで

も、見ている人にとっては非常に退屈で単純なスポーツだという側面も

あるわけです。だからこそ、お互いを理解するという場面が必要になっ

てくるし、そういうことを通して、障害を持っている方のスポーツを理

解していくという場面にもしていかなくてはいけないし、教育的な意義

はすごく大きい種目だと思うのです。  

  ウィルチェアラグビーは、今、非常に盛んになってきて、ドカンと衝

突して倒されて、見ていても何というか胸躍るようなすごい迫力のある

スポーツだけれども、それに比べるとボッチャなんかは、静的で動きの

少ないスポーツだから、なかなか見ていておもしろくないかもしれない。 

  でも、障害を理解して、その人たちと共生社会をつくっていくという

場面としてはわかりやすいところだから、ぜひ練習場に誘致できたら、

そういうものを理解する場面を広げていくことができると思います。学

校に行って、子どもたちと一緒にやってもらうとか、実際に子どもたち

がボランティアをして投げたものを拾いに行ったりするようなのは、危

なくないから１年生でも誰でもできるわけですから。  
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  そういう意味では、そういう手伝いをする場面とか、いろいろ可能性

の大きいものも含まれているので、何とか誘致できたらいいなと。誘致

できなかったら永福学園の生徒にやってもらうのも構わないけれども、

いろいろな意味で活用していっていいと思います。  

庶務課長  ほかにはよろしいでしょうか。それでは、報告事項の３番につ

きましては、以上とさせていただきます。  

  これで本日の報告事項の聴取を終わります。  

教育長  それでは、以上、本日予定されておりました日程は全て終了いた

しました。庶務課長、連絡事項ございましたら、どうぞ。  

庶務課長  次回の日程でございますが、８月 10日水曜日、午後２時から定

例会を予定しておりますので、よろしくお願いいたします。  

  以上でございます。  

教育長  それでは、本日の教育委員会を閉会いたします。  

 


